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２
０
１
２
年
に
岡
山
県
の
備

前
長
船
刀
剣
博
物
館
を
皮
切
り

に
、
全
国
主
要
13
都
市
を
巡
回

し
て
37
万
人
の
入
館
者
を
記
録

し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
で
も

開
催
さ
れ
た
「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ

ン
と
日
本
刀
展
」
を
鉄
の
展
示

館
で
開
催
し
ま
す
。

　
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
の
世
界
観

や
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
全
国
の

お
よ
そ
70
人
の
職
方
た
ち
が
、

物
語
の
重
要
な
鍵
と
な
る
武
器

「
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
の
槍
」や
ア
ナ
ザ
ー

ス
ト
ー
リ
ー
に
登
場
す
る
「
ビ

ゼ
ン
オ
サ
フ
ネ
」「
マ
ゴ
ロ
ク
ソ
ー

ド
」
な
ど
を
現
実
世
界
に
再
現

し
ま
す
。
当
町
の
宮
入
小
左
衛

門
行
平
刀
匠
も
、
本
展
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
に
し
て
、
ロ
ン
ギ
ヌ
ス

の
槍
と
並
び
立
つ
「
刀
野
薙―

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ―

」

を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ラ

ボ
作
品
26
点
と
等
身
大
の
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
初
号
機
の
フ
ィ

ギ
ュ
ア
や
複
製
原
画
パ
ネ
ル
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
期
中
は
、
坂
城
町

商
工
会
・
ス
テ
キ
さ
か
き
観
光

協
会
と
連
携
し
た
商
店
街
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
や
１
６
９
系
電
車

を
活
用
し
た
企
画
な
ど
、
来
館

さ
れ
た
方
々
が
坂
城
町
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
武
器
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

美
術
的
、
精
神
的
な
存
在
と
し

て
も
人
々
に
大
切
に
さ
れ
て
き

た
日
本
刀
の
魅
力
を
再
確
認
で

き
る
貴
重
な
展
覧
会
で
す
の
で
、

開
催
を
期
待
し
て
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

問い合わせ先 
鉄の展示館  ☎・有線82－1128

©カラー
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　町と県が連携し、生活路線として役割が多い路線の利用者の負担軽減を図るため、「三才山トンネル・
新和田トンネル・平井寺トンネル・白馬長野有料道路」を通勤・通学・通院などに利用する坂城町民の皆
さんを対象に、朝夕の時間帯限定の割引回数券を８月から販売します。
　販売枚数は10枚単位で、１回の購入は各有料道路につき100枚までです。通常価格と比較すると半額で
ご購入いただけますので、ぜひご利用ください。

時間帯割引回数券販売価格

三才山トンネル有料道路

新和田トンネル有料道路

平井寺トンネル有料道路

白馬長野有料道路

普通車

軽自動車

普通車

軽自動車

普通車・軽自動車

普通車

軽自動車

時間帯割引回数券
（10回券）販売価格

2,550円
2,050円
3,100円
2,550円
1,050円
1,050円
750円

510円

410円

620円

510円

210円

210円

150円

通常価格
（１台１回あたり）対応車種有料道路名

（備考）車種については、長野県道路公社が管理する上記有料道路の車種区分と同様とします。

①時間帯割引回数券の購入申込日時点で坂城町民である方（法人は対象外）
②通勤・通学・通院等で対象となる有料道路を利用される方

購 入 対 象 者

（注意事項）・払戻し、または交換はできません。また、回数券の使用期限はありません。
　　　　　　・回数券の使用は個人使用に限ります。不正使用が発覚した場合には、原則として次回以降の販売を

行いません。

利用時間制限

販 売 枚 数

販売窓口・日時

朝（午前６時～午前９時）　夕方（午後５時～午後８時）の利用に限定

各有料道路とも10枚を１単位として10単位（100枚）まで

坂城町役場　建設課　【平日】午前８時30分 ～ 午後５時15分

・「有料道路町民時間帯割引回数券購入申込書」に必要事項を記入し、販売窓口
にて購入（現金払いに限る）してください。（申込書は建設課窓口または町
ホームページからダウンロードしていただけます。）

・申込みの際は、以下に記載するご本人であることが確認できるものをご持参く
ださい。なお、代理の方が申込む場合は、購入希望者本人の署名がある申込書
と、代理の方の本人確認ができるものが必要になります。

　【ご提示いただくご本人を確認できるもの】
　●１点でよいもの…運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード、その他官

公署が発行する写真つきの証明書
　●２点必要となるもの…健康保険証、年金手帳又は年金証書、介護保険証、社

員証、学生証

購 入 方 法

◎問い合わせ先　建設課建設係　☎82－3111（内線172・173・180）有線88－1043
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近
年
、
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の

大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
災
害
・

防
災
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
食
料

品
な
ど
の
備
蓄
や
避
難
場
所
の
確
認

を
行
う
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
助
け

合
い
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

も
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
下
記
の
と
お
り
防
災
訓

練
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
て
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係
　☎82－3111（内線 124）　有線 88－1024

月 見
小 網

立 町
旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
大 宮
新 町
坂 端
苅屋原
網 掛
上五明

町横尾
入横尾
　泉　
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田 町

鼠公民館
鼠団地集会所

新地公民館
新地団地集会所

金井振興センター
金井８組合公民館
南条林業センター

町横尾公民館
入横尾公民館
泉区公民館
中之条公民館
四ツ屋公民館
戌久保公民館
御所沢公民館
田町十王堂

中心市街地コミュニティセンター
（横町公民館・込山公民館）

立町公民館
旭ヶ丘公民館
南日名公民館
北日名公民館
日名沢公民館
大宮公民館
新町公民館
坂端公民館
苅屋原公民館
網掛公民館
上五明公民館

坂城町ふれあいセンター
（上平公民館）

月見区集会所
小網公民館

鼠

新 地

金 井

横 町
込 山

上 平

南条小学校

南条保育園

文化センター

坂城中学校

坂城小学校

坂城保育園

坂 城 高 校

村上小学校

村上保育園

地区 中核避難所収容避難所（応急避難所）

地 区 別 避 難 所

日
時
　
８
月
30
日
（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
30
分
〜

場
所
　
村
上
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

対
象
　
村
上
地
区

訓
練
内
容

①
情
報
伝
達
訓
練

②
警
戒
本
部
設
置
訓
練

③
緊
急
速
報
メ
ー
ル
情
報
配
信
訓
練

④
避
難
誘
導
訓
練

⑤
参
加
者
に
よ
る
搬
送
・
初
期
消

火
・
水
防
・
給
水
・
避
難
所

設
営
訓
練
な
ど

⑥
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練

⑦
消
防
署
に
よ
る
高
所
救
出
訓
練

　
上
記
「
③
緊
急
速
報
メ
ー
ル
情

報
配
信
訓
練
」
で
は
、
携
帯
電
話

会
社
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
用
い
た
避
難
情
報
の
配
信
訓

練
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
30
日
（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
45
分
〜
55
分
頃

内
容
　
町
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん

の
携
帯
電
話
に
訓
練
用
の
メ
ー

ル
を
配
信
し
ま
す
。
専
用
の
警

告
音
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
携
帯
電
話
を
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
い
て
も
警
告
音
が
鳴
り
ま

す
の
で
、
受
信
し
た
く
な
い
場

合
は
、
右
記
時
間
帯
は
携
帯
電

話
の
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

８月30日～９月５日は防災週間です

　
こ
の
夏
、
ご
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
電
気
を
切
っ
て
、
坂
城
駅
前
の

１
６
９
系
電
車
で
涼
み
ま
せ
ん
か
？

電
車
内
で
の
楽
し
み
方
は
あ
な
た
次

第
。
涼
し
さ
を
み
ん
な
で
分
け
あ
い

（
シ
ェ
ア
す
る
）、
社
会
全
体
と
し
て

の
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
　
８
月
５
日
（
水
）・
６
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
坂
城
駅
前
１
６
９
系
電
車

内
容
　
冷
房
の
効
い
た
１
６
９
系
電

車
で
涼
み
ま
す
。
読
書
や
歓

談
な
ど
、
ご
自
由
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち
創
生
推
進
室

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
８
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　町では、空き家の有効活用を促進するため、４月から空き家バンクを開始しており、空き家の利用希望者
を募集しています。
　現在の登録物件は９件で、今後も増えていく予定です。これらの物件を下見したり、買ったり、借りたり
するためには、利用登録が必要です。利用登録をすると、希望物件が見つかったときにスムーズに交渉など
に入れるほか、条件に近い物件が新規登録された場合にメールなどでお知らせすることができます。登録を
ご希望の方は、申込書などを町ホームページからダウンロードしていただくか、建設課管理係にて配布して
いますので、必要事項をご記入のうえ、ご提出ください。

　「さかきまちすぐメール」は、地域の情報をメールで受け取ることができる登録型配信メールサービスです。
　ご登録いただいた方に、町や警察、消防などから防災・災害情報や安心・安全情報、町のイベントなど各種
お知らせをお届けしています。登録は無料です。以下の登録方法をご覧いただき、ご登録をお願いします。

ス
テ
ッ
プ
１

「さかきまちすぐメール」
を受信したいスマートフォ
ン、携帯電話などから
t - s a k a k i @ s g - m . j pにメー
ルを送信してください。

メールの宛先だけを入力し、題
名、本文には何も入力せずに送
信してください（空メール）

ＱＲコード読み取り
機能のある方は、左
のＱＲコードをお使
いください。

ステップ１でメールを送信してから、しばらく
すると「仮登録完了のお知らせ」という題名の
メールが届きます。メールの本文に、本登録用
のホームページのアドレスが表示されています
ので、アクセスしてください。

「仮登録完了のお知らせ」メールが届かない場合は、迷
惑メール対策の設定から次の２つを設定してください。
●「sg-m.jp」ドメインからのメールの受信を許可する。
●URL付きのメールの受信を許可する。

１．利用者登録
利用者規約をご確認い
ただき、メール配信に
同意するボタンから次
のページに進みます。

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

２．配信カテゴリ選択
受信したい情報を選択
してください。
○防災情報
○安心・安全情報
○坂城町からのお知らせ
○坂城町のイベント情報

３．利用者情報入力
○お住まいの地域（町
内・町外）
○情報の欲しい地区
を選択してください。

４．入力内容の確認・登録

メール配信に同意する

入力内容を登録する

５．登録完了！
ご登録ありがとうございま
した。

「さかきまちすぐメール」について、ご不明な点があるときは、登録サポート窓口
（役場１階住民環境課窓口）でお気軽にお尋ねください。

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係　☎82－3111（内線124）　有線88－1024

坂城町空き家バンク ホームページアドレス　http://www.town.sakaki.nagano.jp/living/019.html
◎問い合わせ先　建設課管理係　☎82－3111（内線175）　有線88－1014

5



重　　要 転 送 不 要

料 金 後 納
郵 便

大切なお知らせです。
必ず開封し、確認してください。

〒380-0935
長野市大字中御所79-5　NOSAI長野開館２階
TEL(026)229-5320㈹　FAX(026)228-1850
http://www.koukikourei-nagano.jp/

▼このクリーム色（うすい黄色）の封筒で届きます

該　当　基　準区　分

同一世帯の全員が住
民税非課税世帯であ
る（区分Ⅰ以外）

同一世帯の全員が住
民税非課税で、それ
ぞれの各収入等から
必要経費・控除（年
金の所得は控除額を
80万円として計算）
を差し引いたときに
０円となる方

区分Ⅱ

区分Ⅰ

認 定 区 分

▼保険証の見本

　８月１日から、後期高齢者医療制度の保険証が新しくなりました。医療機関などで受診するときは、新しい保険
証をお使いください。保険証は７月下旬に郵送しましたので、住所・自己負担割合などの記載内容をご確認いただき、
誤りがありましたら福祉健康課保険係へご連絡ください。
　古い保険証は８月１日以降使えませんので、役場へ返還していただくか、各自で破棄するなど必ず処分してくだ
さい。新しい保険証の色は黄色に変更となりました。

　後期高齢者医療制度で医療を受けている住民税非課税世帯の方で、
既に入院している、または今後入院する予定のある方は「限度額適
用・標準負担額減額認定証」の交付申請をしてください。入院したと
きに窓口で支払う一部負担金、入院時の食費や居住費が減額されます。
なお、交付を受けなかった場合でも、申請により認められれば限度額
を超えた分が支給されます。

　すでに「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方で、認
定区分（右表）に変更がない方は自動継続されます。更新された認定
証を７月下旬に郵送しましたのでご確認ください。なお、すでに認定
を受けている方でも、区分に変更のある場合は申請が必要です。
　また、区分Ⅱの認定証の交付を受けている方で、長期入院（過去１
年間の入院日数が90日を超える）に該当する方は「長期該当者認
定」の申請をしてください。

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 133）　有線 88－1029

　
８
月
１
日
か
ら
、
70
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
の
高
齢
受
給
者
証
が
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
、
新
し
い
受
給
者

証
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
８
月
以

降
に
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
は
、

保
険
証
と
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、
医

療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
で

の
支
払
額
を
限
度
額
ま
で
に
す
る
た

め
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
、
毎
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
８
月
以
降
に
引
き

続
き
認
定
証
が
必
要
な
場
合
は
、
忘

れ
ず
に
役
場
福
祉
健
康
課
に
て
交
付

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
保
険
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
９
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町
で
は
、
高
齢
者
の
方
に
敬
老
の

意
を
表
し
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

毎
年
９
月
に
、
該
当
さ
れ
る
方
に
敬

老
祝
い
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

該
当
者

　次
の
①
も
し
く
は
②
に
該

当
し
、
９
月
１
日
現
在
で
、
町
内

に
住
所
を
有
す
る
方

①
今
年
度
99
歳
以
上
の
方
（
大
正
６

年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

②
今
年
度
88
歳
に
な
る
方
（
昭
和
２

年
４
月
１
日
〜
昭
和
３
年
３
月
31

日
生
ま
れ
の
方
）

※
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
訪
問
日
時
な

ど
に
つ
い
て
個
別
に
通
知
を
し
ま
す

が
、
要
件
に
該
当
す
る
方
で
８
月
中

に
通
知
の
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８
―
１
０
２
８

・平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ
・平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ
・平成１年４月２日～平成２年４月１日生まれ
・昭和62年４月２日～昭和63年４月１日生まれ
・昭和59年４月２日～昭和60年４月１日生まれ
・昭和57年４月２日～昭和58年４月１日生まれ
・昭和54年４月２日～昭和55年４月１日生まれ
・昭和52年４月２日～昭和53年４月１日生まれ
・昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ

子宮頸がん検診対象者

・昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ
・昭和47年４月２日～昭和48年４月１日生まれ
・昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生まれ
・昭和42年４月２日～昭和43年４月１日生まれ
・昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生まれ
・昭和37年４月２日～昭和38年４月１日生まれ
・昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生まれ
・昭和32年４月２日～昭和33年４月１日生まれ
・昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生まれ

乳がん検診対象者

子宮頸がん検診・乳がん検診を受けましょう！
　
子
宮
頸
が
ん
は
、
進
行
が
遅
く
、

定
期
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
早
期
に

発
見
が
で
き
る
が
ん
で
す
が
、
20
〜

30
歳
代
の
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
は
、
壮
年
期

女
性
の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
１
位

で
、
日
本
女
性
の
16
人
に
１
人
が
か

か
る
と
い
わ
れ
、
死
亡
者
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
の
早
期
発

見
の
た
め
、
検
診
対
象
者
に
「
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
布
し

ま
し
た
。
大
切
な
身
体
を
守
る
た
め

に
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　
平
成
21
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

間
に
、
町
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
及
び
無
料

ク
ー
ポ
ン
検
診
を
受
け
て
い
な
い

方
で
、
左
表
の
生
年
月
日
に
該
当

す
る
女
性
で
す
。

検
診
期
間

　
平
成
27
年
８
月
１
日
〜
　
　
　
　

　
平
成
28
年
２
月
29
日

※

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

特別児童扶養手当の『所得状況届』
児童扶養手当の『現況届』

　
現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
方
は
「
所
得
状
況
届
」、

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

「
現
況
届
」
の
提
出
が
毎
年
必
要
で

す
。こ
の
届
出
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
受
給
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
ご
確
認
い
た

だ
き
、
期
限
ま
で
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

届
出
期
間
　
８
月
11
日
〜
９
月
10
日

　
　
　
　
　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

対
象
　
精
神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

届
出
期
間
　
８
月
３
日
〜
31
日

　
　
　
　
　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

対
象
　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
（
父
ま

た
は
母
が
重
度
の
障
害
が
あ
る

場
合
を
含
む
）
で
18
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

※

児
童
扶
養
手
当
受
給
か
ら
５
年
を

経
過
さ
れ
た
方
に
は
「
児
童
扶

養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除

外
事
由
届
出
書
」
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

特
別
児
童
扶
養
手
当

「
所
得
状
況
届
」

児
童
扶
養
手
当「
現
況
届
」

９月に敬老祝いを
お渡しします

7



戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
　※

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と

等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
等
）

　※

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
。

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を

表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

請
求
期
間

　平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

◎
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

支
給
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で

　
栁
沢
則
子
主
任
児
童
委
員
の
退
任

に
よ
り
、
７
月
１
日
か
ら
、
宮
沢
榮

子
さ
ん
が
新
た
に
主
任
児
童
委
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

任
期

　平
成
28
年
11
月
30
日
ま
で

担
当
地
区

　全
町

連
絡
先
　
☎
・
有
線
８
２―

４
５
８
７

　
民
生
児
童
委
員
は
、
担
当
の
区
域

に
お
い
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
や
介
護
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
も
応
じ
、
必
要
な
支
援

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
各
地
区
の
民
生
（
児
童
）
委

員
名
簿
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
健
康
課
福
祉
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
８

民
生
委
員（
児
童
委
員
）の

主
任
児
童
委
員
に

宮
沢
榮
子
さ
ん
が

　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

セシウム134

セシウム137

合計

測定値
（ベクレル／kg）

採
取
日　

４
月
15
日（
水
）

測
定
機
関　

科
学
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

２
３
４
９

不検出

24

24

不検出

不検出

不検出

放射性物質

　
葛
尾
組
合
の
焼
却
灰
中
の
飛
灰
、

主
灰
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測

定
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
、
国
が

定
め
る
基
準
値
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル

／
㎏
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
、

施
設
の
運
営
上
の
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
定
期
的
に
測
定
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

葛
尾
組
合
焼
却
施
設

飛灰 主灰

※放射性ヨウ素は不検出でした

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

宮
﨑

　泰
広

　様

　
役
場
庁
舎
備
品
と
し
て

　
絵
画
（
児
玉
三
鈴
作
）
１
点

株
式
会
社 

竹
内
製
作
所

　様

　
村
上
小
学
校
教
育
振
興
事
業
の
た
め

　
金
　
５
０
０
万
円

坂
城
町
商
工
会
青
年
部

　様

坂
城
町
商
工
会
女
性
部

　様

坂
城
保
育
園
の
運
営
及
び
活
動
資

金
と
し
て

　
金
　
２
０
万
円

日
置

　秀
雄

　様

　
坂
城
保
育
園
保
育
用
備
品
と
し
て

　
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

小
林

　淳
一

　様

　故 

小
林

　清
市

　様

　故 

小
林

　順
子

　様

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め

　
金
　
２
０
０
万
円
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納
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
保
険
料
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。

口
座
振
替
は
、
８
月
31
日
（
月
）

に
指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す

の
で
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、８
月
20
日
（
木
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
、

日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座
番

号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
な
ど
が

現
れ
て
い
ま
す
。
同
機
構
で
は
、
こ

の
件
で
国
民
の
皆
さ
ん
に
電
話
や

メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と
、
お
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
要
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
１
２
０―

８
１
８
２
１
１

　
お
盆
中
は
、
し
尿
収
集
が
休
業
と

な
り
ま
す
。
お
盆
前
の
収
集
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
８
月
５
日
（
水
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

休
業
日
　
８
月
13
日
〜
16
日

申
込
先
　
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
☎
・
有
線
８
２―

３
６
７
５

収
集
料
金
　
１
２
６
円
／
18
ℓ

※
ご
み
の
収
集
は
通
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―
３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―
１
０
２
５

【
航
空
学
生
】

資
格
　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21

歳
未
満
の
者

受
付
期
間
　
９
月
８
日
ま
で

試
験
日
　
１
次…

９
月
23
日
（
水
）

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
　
９
月
８
日
ま
で

試
験
日
　
１
次…

９
月
19
日
（
土
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間
　
９
月
８
日
ま
で

試
験
日

　男
子…

９
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
女
子…

９
月
26
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
長
野
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

６
０
２
６

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、

県
下
統
一
の
県
営
住
宅
入
居
者
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
８
月
24
日
〜
９
月
２
日

※

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
も
受
付
可

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
課

　
☎
０
２
６―

２
２
７―

２
３
２
２

　
第
44
回
坂
城
町
文
化
祭
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
展
示
作
品
や
芸

能
公
演
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
で
つ
く
る
文
化

祭
で
す
。
日
頃
、
手
が
け
て
い
る

作
品
や
習
っ
て
い
る
歌
や
踊
り
、

演
奏
な
ど
、
こ
の
機
会
に
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）

会
場
　

・
作
品
展
示

文
化
セ
ン
タ
ー
、
夢
の
湯
、

格
致
学
校
、
文
化
の
館

・
芸
能
公
演

文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
会
議
室
）

申
込
期
限
　
８
月
21
日
（
金
）

代
表
者
会
議
　
９
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
で
は
、

文
化
の
向
上
と
文
芸
の
振
興
を
願

い
、
短
詩
型
文
学
祭
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
投
稿
用
紙
は
坂
城
町
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。）

部
門
　
短
歌
、俳
句
、川
柳
、現
代
詩

投
稿
料

　
応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
４
０
０
円

（
短
歌
１
首
、
俳
句
２
句
、
川
柳

２
句
、
現
代
詩
１
篇
）

応
募
期
間
　
８
月
３
日
〜
31 

日

表
彰
式
　
11
月
14
日（
土
）午
前
10
時

　
　
　
　
坂
城
町
文
化
セ
ン
タ
ー

◎
投
稿
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２―

２
０
６
９

　
有
線
８
２―

６
６
３
７

　
長
野
県
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

協
会
で
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、
ね
ず
こ

ん
カ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

チ
ー
ム
と
の
交
流
や
技
術
指
導
、

体
験
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
22
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分

　
　
　
８
月
23
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場
　
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園

　
　
　
す
ぱ
ー
く
坂
城

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
事
務
局
　
中
沢
さ
ん

　
☎
８
２―

２
６
９
３

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
人
材
派
遣
就
業
を
前
提

と
し
た
「
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
運

転
者
講
習
」
を
実
施
し
ま
す
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
送
迎
業
務
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
講
く
だ
さ
い
。

日
程
　

・
座
学
　
９
月
18
日
（
金
）

　
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

・
講
義
　
９
月
19
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
実
技
　
９
月
27
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
座
学
・
実
技
　
９
月
29
日
（
火
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

対
象
者

・
シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て
就
業
を

希
望
さ
れ
る
概
ね
60
歳
以
上
の
方

・
シ
ル
バ
ー
会
員
で
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
８
月
26
日
（
水
）

定
員
　
15
名 ※

定
員
に
達
し
次
第
締
切

※

講
習
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
６―

２
７
２―

５
６
３
０

町
県
民
税（
第
２
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

介
護
保
険
料（
第
２
期
）

納
期
限
は
８
月
31
日（
月
）

更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
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▲左から、田村有利奈さん、田村純菜さん、鈴木賀子
さん、宮原凛成さん

県
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

【
１
０
０
ｍ
５
年
女
子
】

村
小   

宮
原
凛
成
さ
ん
優
勝

南
小   

牧
内
愛
実
さ
ん
５
位
入
賞

　
６
月
21
日（
日
）に
、
松
本
平
広

域
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
第
32
回
長
野
県
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
に
お
い
て
、
小
学
５
年
生

１
０
０
ｍ
女
子
の
部
で
、
村
上
小

の
宮
原
凛
成
さ
ん
が
見
事
優
勝
。

南
条
小
の
牧
内
愛
実
さ
ん
が
５
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
優
勝
し

た
宮
原
さ
ん
は
神
奈
川
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
へ
、
ま
た
牧
内

さ
ん
は
東
海
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会  

陸
上
の
部

【
１
０
０
ｍ
走
】

坂
中
２
年   

田
村
純
菜
さ
ん
準
優
勝

【
８
０
０
ｍ
走
】

坂
中
３
年   

鈴
木
賀
子
さ
ん
準
優
勝

　
７
月
11
日（
土
）、12
日（
日
）に
、

松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
た
第
54
回
長
野
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会  

夏
季
大
会  

陸

上
の
部
に
お
い
て
、
坂
城
中
学
校

２
年
の
田
村
純
菜
さ
ん
が
１
０
０

ｍ
２
年
女
子
の
部
で
、
３
年
の
鈴

木
賀
子
さ
ん
が
８
０
０
ｍ
女
子
の

部
で
と
も
に
準
優
勝
し
、
北
信
越

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

北
信
越
高
校
総
体
陸
上
競
技
大
会

【
走
り
幅
跳
び
】

上
田
東
高
校
２
年

田
村
有
利
奈
さ
ん
５
位
入
賞

　
６
月
19
日（
金
）か
ら
21
日（
日
）

に
、
新
潟
市
デ
ン
カ
ビ
ッ
ク
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
北
信
越
高
校
総
体
陸
上
競
技

大
会
に
お
い
て
、
上
田
東
高
校
２

年
の
田
村
有
利
奈
さ
ん
が
走
り
幅

跳
び
の
部
で
５
位
に
入
賞
し
、
和

歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

さらなる飛躍が期待されます

坂城の陸上選手が大活躍！

　６月20日（土）、長野市の県消防学校
で、第34回県消防救助技術大会が開催さ
れ、千曲坂城消防本部が、ほふく救出の
部、ロープ応用登はんの部で優勝し、全
国大会への出場権を獲得しました。
　ほふく救出の部には、佐藤優太郎さ
ん、横澤俊也さん、若林卓さんが、ロー
プ応用登はんの部には、朝日好彦さん、
島田郁也さんが出場します。昨年は広島
で起きた土砂災害により全国大会が中止
となってしまったため、今年にかける意
気込みはさらに強く、「全国の舞台で訓
練の成果を発揮し、優勝できるよう頑張
りたい」と抱負を語られました。

千
曲
坂
城
消
防
組
合

消
防
救
助
技
術
で
全
国
大
会
へ

　６月27日（土）、文化センター
で、さかきふれあい大学教養講座
が開催されました。
　今回は、作家で元NHKアナウン
サーの下重暁子さんを講師にお招
きし、佐伯恵美さんのピアノ伴奏
に合わせて、ご自身の著書『くち
ずさみたくなる名詩』から、ヘル
マン・ヘッセや北原白秋、中原中
也など、世界や日本の著名な詩人
たちの数々の名詩を朗読していた
だきました。
　会場いっぱいに集まった聴講者
の皆さんは、下重さんの豊かな表
現による詩の朗読と佐伯さんのピ
アノ伴奏に、ゆったりとしたひと
時を過ごされていました。

さ
か
き
ふ
れ
あ
い
大
学
教
養
講
座

下
重
暁
子
さ
ん 

「
く
ち
ず
さ
み
た
く
な
る
名
詩
」

【
前
列
右
か
ら
】
柳
町
幸
夫

消
防
次
長
、
山
村
町
長
、
望

月
則
男
消
防
長

【
後
列
右
か
ら
】
朝
日
好
彦

さ
ん
、
島
田
郁
也
さ
ん
、
若

林
卓
さ
ん
、
横
澤
俊
也
さ
ん

▶
左
か
ら
、
佐
伯
恵
美
さ
ん
、

下
重
暁
子
さ
ん

10



第６回新作日本刀  研磨  外装  刀職技術展覧会

日本刀の魅力に触れるイベントに参加者多数
　
鉄
の
展
示
館
で
８
月
２
日（
日
）

ま
で
開
催
し
て
い
る
「
第
６
回
新

作
日
本
刀  

研
磨  

外
装  

刀
職
技

術
展
覧
会
」
に
お
い
て
、
日
本
刀

に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
大
変
多
く
の
方
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
入
小
左
衛
門
行
平
刀
匠
と
そ

の
一
門
の
皆
さ
ん
が
日
本
刀
の
手

入
れ
方
法
や
鑑
賞
作
法
を
教
え
て

く
だ
さ
る
「
日
本
刀
に
触
れ
て
み

よ
う
！
」
で
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
大
勢
が
来
場
。
最
近

は
、
日
本
刀
に
興
味
を
持
つ
女
性

が
増
え
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
女

性
の
皆
さ
ん
に
日
本
刀
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
女
性
限
定
で
も
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
約
40
名
も
の
方

が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
緊
張
し
た
面
持

ち
で
日
本
刀
を
手
に
持
ち
、
そ
の

重
厚
感
に
驚
き
な
が
ら
も
、
興
味

深
げ
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
切
出
し
ナ
イ
フ

や
手
づ
く
り
ナ
イ
フ
、
本
物
の
小

柄
小
刀
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
刀

職
者
実
技
研
修
会
の
一
般
公
開
、

居
合
道
演
武
と
公
開
古
式
鍛
錬
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
。
総

合
芸
術
で
あ
る
日
本
刀
の
魅
力
を

発
信
し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　７月９日（木）、さかきテクノセ
ンターの共催で、企業と大学の連
携、企業同士のマッチングなどを
行っているAREC・Fiiプラザ主催
による第７回ものづくりパート
ナーフォーラムが開催されました。
　第１部では、町内企業の(株)西
澤電機計器製作所、(株)ヤマザキ
アクティブを含む８社が新製品・
新技術を発表。第２部では、長野
県工業技術総合センターと信州大
学が研究成果の発表会を行いまし
た。参加した会員企業の皆さん
は、他社の製品を見たり、名刺を
交換することでそれぞれ交流を
図っておられました。

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
・
Ｆ
ｉ
ｉ
プ
ラ
ザ

第
７
回
も
の
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　７月４日（土）、坂城駅前多目的広場
の169系電車のボランティア清掃が行
われました。
　今回参加していただいたのは、169
系電車ファンクラブ会員の皆さんのほ
か、子どもからお年寄りまで約50名の
皆さんです。３両全て合わせると約
60mありますが、中も外も隅々までキ
レイに磨いていただきました。ご協力
本当にありがとうございました！
　また、今回清掃に参加
してくださった皆さん全
員に、限定ピンバッジを
プレゼントしました。

み
ん
な
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

１
６
９
系
電
車
が
ピ
カ
ピ
カ
に
！

▲日本刀に触れてみよう！▲日本刀に触れてみよう！

▲手づくりナイフを作ろう！

▲限定ピンバッジ

11



　野
菜
炒
め
な
ど
い
つ

も
の
料
理
も
カ
レ
ー
粉

の
ひ
と
振
り
で
華
麗
に
大
変
身
！

に
ん
に
く
や
し
ょ
う
が
も
炒
め
物

の
風
味
を
増
し
て
く
れ
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線 82-2008

坂城小学校　６学年教諭　中村孝子
「伝統文化を未来へつなげる坂城の子」

　夏休みシーズンは、開放的
となり、深夜はいかいや飲酒、
喫煙、不良行為などで補導さ
れる少年が増えますが、なか
でも窃盗犯が最も目立ちます。
　地域で犯罪のしにくい環境
づくりをしましょう。
　また、最近では、携帯電
話・スマートフォン・パソコ
ンなどでアプリ・コミュニ
ティサイトを利用して犯罪に
巻き込まれる少年も増加して
います。
　フィルタリング設定などで、
違法・有害なウェブページか
ら大切な子どもたちを守りま
しょう。

　蒸
し
暑
い
日
が
続
く
と
睡
眠
不

足
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
冷
た
い
物
や
水
分
を
多
く
摂

り
が
ち
に
な
る
の
で
、
胃
腸
の
働

き
が
弱
ま
り
、
食
欲
も
衰
え
て
し

ま
い
ま
す
。
食
事
作
り
で
工
夫
を

し
て
カ
バ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

　焼
き
魚
や
ス
ー
プ
、

お
ひ
た
し
な
ど
に
レ
モ

ン
の
絞
り
汁
を
か
け
ま
す
。
さ
わ

や
か
な
香
り
と
酸
味
が
食
欲
を
そ

そ
り
、
減
塩
に
も
な
り
ま
す
。

　き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト

な
ど
の
夏
野
菜
に
は
水

分
が
多
い
の
で
、「
食
べ

な
が
ら
水
分
補
給
」
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
し
ょ

う
が
や
み
ょ
う
が
な
ど

の
香
味
野
菜
を
刻
ん
だ

も
の
を
添
え
た
り
隠
し

味
に
使
っ
て
、
味
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
坂
城
町
か
ら
毎
年
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

能
楽
教
室
が
６
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
「
能
楽
」
と
い
う
も
の
に

初
め
て
出
会
う
た
め
、
興
味
津
々
の
様
子
で
面
を

つ
け
た
り
、
謡
い
の
稽
古
を
し
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　
坂
城
町
で
は
、
独
自
の
取
組
み
と
し
て
、
外
国

語
教
育
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
と
接
す
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
が
上
海
市
の
小
学
生
と
交
流
を
し
た
り
、

身
近
な
人
の
海
外
生
活
で
の
経
験
な
ど
を
伝
え
聞

い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。
外
国
に
触

れ
、
能
楽
な
ど
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
、

国
際
化
時
代
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
の
興
味
を
広

げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
町
や
地
域
と
と
も
に
学
校
で
取
り
組
む
様
々
な

行
事
や
学
び
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
未
来

へ
の
翼
と
し
て
力
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
に
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　〜
子
ど
も
の
作
文
〜

　
　「
能
を
学
ん
で
」　
　
　
　
　
榊
原
　
陽
太

　　
ぼ
く
は
能
楽
教
室
が
あ
る
ま
で
は
、
能
と
は

い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
能
楽
教
室
を
終
え
て
能
の
深
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
最
初
に
面
を
か
ぶ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
面
一
つ
ひ
と
つ
を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
松
木
先
生
が
実
際
に
能
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
、
授
業
の
途
中
で
謡
い

を
練
習
し
た
の
で
、
先
生
が
能
を
や
っ
て
い
る
時

に
、
み
ん
な
で
謡
い
ま
し

た
。
実
際
に
見
る
能
は
、

と
て
も
迫
力
が
あ
り
、
す

ご
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は

将
来
、
外
国
人
に
「
日
本

の
す
ば
ら
し
い
も
の
は
」

と
聞
か
れ
た
ら
、「
能
」

と
答
え
た
い
で
す
。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

◇平　日　　　　　 午前９時～正午・午後２時～４時 30 分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

　暑い日が続き子どもたちは汗びっしょり。でも、汗をかくこと
は体にとっての大切な機能です。体は汗腺を作ることによって体
温調整ができるようになっていきます。涼しい所だけではなく、
水分補給や日陰を利用して少しずつ暑さにも慣れましょう。

　暑い時の喉ごしが良いので、子どもたちも冷たい食べ物や飲み
物をたくさん欲しがりますが、冷たい物の摂り過ぎは、胃腸に負
担がかかったり消化器官の働きが弱くなったりします。おやつや
食事の際には、食材でメリハリをつけたり組み合わせを工夫した
りしてみましょう。
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８月
2 日（日）

９日（日）

とよき内科
安川整形外科クリニック
宮原歯科医院
森本眼科クリニック
千曲中央病院
竹内歯科医院

【千曲市磯部】
【千曲市屋代】
【 網 掛 】
【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市屋代】

☎(026)276-0413
☎(026)273-6611
☎・有線 82-8711
☎(026)285-0020
☎(026)273-1212
☎(026)273-4500

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

２日（日）、16 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場　北側駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１才児健康相談

１才６か月児健康診査

対　象　児

平成27年４月生

平成27年１月生

平成26年10月生

平成26年６月生～７月生

平成25年12月生～26年１月生

受　付　日　時

７日（金）午後１時

18 日（火）午前９時

19 日（水）午前９時

４日（火）午前９時

20 日（木）午後１時

■平成 26 年６月分　213.36ｔ
■平成 27 年６月分　219.62ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

10 日（月）、24 日（月）
午前 10 時～午後３時
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

10 日（月）、20 日（木）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

10日は弁護士、20日は司法書士による法律相談を合
わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線82-2551】へお申
込みください。（ただし、当日受付も可）

17 日（月） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 19 日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、８月11日（火）までに住民
環境課住民係【☎82 - 3 1 1 1（内線122）有線
88-1022】へお申込みください。

12 日（水）、26 日（水）
午後１時 30 分～４時
役場第５会議室（３階）

障がい者（児）
相 談

９月２日（水） 午後２時～５時
文化の館

こころの
健康相談
１日３名の予約制となっています。相談をご希望の
場合は、前日までに保健センター【☎82-3111（内
線512）有線88-1047】へお申込みください。

お盆期間中【14日（金）～15日（土）】に内科関係の医療機関を受診
する場合は、各医療機関にご確認のうえ受診してください。

14 日（金）
15 日（土）
16 日（日）

23 日（日）

30 日（日）

9 月
６日（日）

しおいり歯科医院
あかいけ歯科クリニック
みやばやし小児科アレルギー科
兒玉医院
滝沢歯科医院
安里医院
中沢医院
松尾歯科医院
二階堂医院
稲荷山医療福祉センター
大村歯科医院

村上堂大井クリニック
かつの耳鼻咽喉科
近藤歯科医院

【千曲市雨宮】
【 鼠 】
【千曲市上徳間】
【千曲市寂蒔】
【千曲市磯部】
【千曲市内川】
【千曲市小島】
【 御 所 沢 】
【千曲市磯部】
【千曲市野高場】
【千曲市戸倉】

【 網 掛 】
【千曲市粟佐】
【 中 之 条 】

☎(026)273-8080
☎ 8 1 - 3 3 7 7
☎(026)261-5221
☎(026)272-4300
☎(026)276-4636
☎(026)275-7800
☎(026)272-0131
☎ 8 2 - 6 9 8 8
☎(026)275-5582
☎(026)272-1435
☎(026)275-0066

☎ 8 1 - 3 1 3 1
☎(026)274-3387
☎・有線 82-5121

三井住友海上火災保険㈱新特級代理店
三井住友海上あいおい生命保険㈱代理店

お車のことならなんでも スバルショップ坂城千曲川 お客さまの生活をまもり安心をお届けする 特級代理店

日 時間
受付

お客様の身近な存在であり続けます。困ったときはいつでもヤナモへ！！

（８２）７０４３認証・登録番号0000620
エコアクション21

北陸信越運輸局指定工場
エコアクション 認証登録事業所

私達はお客様がより良い保険にご加入されますことを願っています
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2 日（日）

3 日（月）

4 日（火）

5 日（水）

6 日（木）

7 日（金）

9 日（日）

11 日（火）

16 日（日）

18 日（火）

19 日（水）

20 日（木）

23 日（日）

26 日（水）

30 日（日）

楽しい民話

学校だより

明日の農業

学校だより

税務署だより

学校だより

楽しい民話

信号は赤です

楽しい民話

明日の農業

こちら 119 番

川　　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

たなばたものがたり
鼠　玉井かつ子さん

小学生放送コンクールから
南条小学校代表

野菜の管理
JAちくま 野沢営農指導員
小学生放送コンクールから

坂城小学校代表
財産を相続したとき

上田税務署
小学生放送コンクールから

村上小学校代表
そば宿

北日名　春日秀子さん
交通事故防止等

坂城町交番
親子岩

込山　岡田由貴子さん
果樹の管理

JAちくま 宮原営農指導員
防災訓練への参加

消防署
JA文芸

選者　中澤月人さん
若返りの水

金井　青木典子さん
最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

きじも鳴かずば
鼠　玉井かつ子さん

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

☆児童図書
・信州・読み聞かせ民話絵本シリーズ17　甲賀三郎
　（文：滝沢きわこ　絵：小林ふみと／郷土出版社）
・日本人なら知っておきたい！　モノの数え方えほん
　（監修：町田  健　イラスト：ふわ  こういちろう／日本図書センター）

が休館

日にち 番組名 内容／出演

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後６時（８月まで）

15
A

日
　
２
９
16

月

３
10
17

木
　
６
13
20
27

土
１
８
15
22
29

☆おはなし会…１階 児童図書コーナー 畳スペース
　１日（土）、８日（土）、22 日（土）、29 日（土）  午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座
　４日（火）、18 日（火） 午後２時～    講師：山口静枝さん
★夏の学校…講師：宮本  博さん（長野県立歴史館・専門主事）
　９日（日）  午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　図書館隣り　格致学校２階

☆一般図書
・「ありがとう」がエンドレス
　（著：田口ランディ／晶文社）
・がんにならないのはどっち？
　（著：秋津壽男／あさ出版）

☆おすすめの本 私の息子はサルだった
（著：佐野洋子／新潮社）

「100万回生きたねこ」で知られ、2010年に
亡くなった絵本作家の佐野洋子さんの遺作。
息子でイラストレーターの広瀬弦さんの子供
時代を描いた物語で、広瀬さんがイラストと
あとがきを添え、18作品が１冊にまとまっ
た。保育園から大学入学までのエピソードを
洋子さんの目線で生き生きと描いている。

水
　
５
12
19
26

火
　
４
11
18
25

平成27年７月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,068世帯（－  7）
人　口： 15,566人    （－48）
　男　：  7,670人　（－20）
　女　：  7,896人　（－28）

件　数：　　  7件
累　計：　　31件　（＋  1）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　13人
累　計：　　45人　（＋  4）

平成27年６月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

金
　
７
14
21
28

　６月には、一般書136冊、児童書73冊が入りました。町ホー
ムページで、全新着図書のリストが見られます。７月上旬に
は、大きな活字で読みやすい、大活字本16タイトル30冊が新
しく入りました。

23
30
24 31
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登録型情報メール
配信サービス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-m.jp

　
６
月
28
日
（
日
）、
町
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は
、

第
２
分
団
（
金
井
）
が
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
は
第
11
分
団

（
上
平
）
が
優
勝
し
、
７
月
12
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
埴
科
消
防

ポ
ン
プ
操
法
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。
両
分
団
と
も
埴
科
大
会
で
の

優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
第
２
分

団
が
準
優
勝
と
、
個
人
の
部
で
同

分
団
３
番
員
の
宮
島
秀
行
さ
ん
が

坂
城
町
で
唯
一
表
彰
さ
れ
、
健
闘

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
の
埴
科
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
は
、
ラ
ッ
パ

分
団
（
本
部
付
け
）
が
出
場
し
、

惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た

が
、
年
々
演
奏
の
技
術
を
向
上
さ

せ
て
い
ま
す
。

※

表
紙
の
写
真
は
第
11
分
団

日頃の訓練の成果を発揮！

消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

地域活性化と消費拡大のために

坂城町プレミアム付商品券販売

　 

元
町
議
会
議
員
の
青
山
正
利

さ
ん
が
、
高
齢
者
叙
勲
（
旭
日

單
光
章
）
を
受
章
さ
れ
、
７
月

９
日
（
木
）
に
山
村
町
長
か
ら

伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
山
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か

ら
平
成
３
年
ま
で
３
期
12
年
に

わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
在

職
し
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

町
の
福
祉
、
生
活
環
境
、
産
業

振
興
、
教
育
文
化
の
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◀
右
か
ら
、
青
山
正
利
さ
ん
、

山
村
町
長

　
町
で
は
、｢

地
域
活
性
化･

地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金｣

を
活
用
し
、
町
商
工
会
を
通
じ

て
「
坂
城
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
」
を
７
月
１
日
（
水
）
か

ら
５
日
（
日
）
ま
で
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
販
売
し
ま
し
た
。

　
一
般
枠
は
完
売
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
育
て
世
帯
枠
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
引
換
え
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
町
商
工
会
館
に
て
、

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
商
品
券
の
有
効
期
限
は

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

忘
れ
ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町議会議員として町政に貢献

青山正利さんが高齢者叙勲

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
（
金
井
）

準
優
勝
　
第
９
分
団

　
　
　
　（
網
掛
・
小
網
・
月
見
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
　
勝
　
第
11
分
団
（
上
平
）

準
優
勝
　
第
10
分
団
（
上
五
明
）

第
３
位
　
第
１
分
団（
鼠
・
新
地
）

町
大
会
結
果

▲第２分団（埴科大会）

▲ラッパ分団（埴科大会）
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